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新年例会 
 

後藤大悟（平13 経） 

 1 月 27 日、恒例の西村屋 和味旬彩にて新年例会が開催されました。 参加者は入会希望者 1 名を含む

38 名が集まり、大阪北野高校ご卒業で平成 16 年理工学部(機械工学科)卒のラクビー日本代表 元主将の

廣瀬俊朗さんの講演を聞かせて頂きました。 

 講演に先立ち堺会長から年頭のご挨拶と、1 月 10 日の福沢先生誕生記念祝賀会のご報告がありました。

廣瀬さんの講演の内容は、主に 2015 年ラグビーW 杯勝利の舞台裏と、現在の活動についてご紹介頂き

ました。 

 まず、2015 年ラグビーW 杯の舞台裏については、長い時間をかけた準備によって、計算・計画をしつ

くした後で、南アフリカ戦での勝利があった事を解説して頂きました。日本人の良さ(まとまりの強さ・

168 日の合宿に耐えるタフさ・緻密に動く等)を生かしたチーム作りで準備を積み上げ、外国人の選手も

「君が代」を一緒に歌う事でチームを作り上げる過程は、ラクビーだけではなく、会社経営や実生活にも

とても参考になる内容でした。試合前後の映像も見せて頂き、改めて当時の勝利の興奮が伝わりました。 

 最後に廣瀬さんの今後の活動や、ガーナの子どもたちへスタンドを作る NPO 法人「DO」についてのお

話をお伺いし、日本で開催の 2019 年ラグビーW 杯に向けたボランティアスタッフが 7,000 人程度必要

とのご案内を頂きました。 

 とても短い時間でもっとお話を伺いたい所でしたが、続きは懇親会でとあいなりました。懇親会では、

参加者全員で西村屋の蟹料理を堪能する事が出来ました。廣瀬さんの著作「なんのため勝つのか」の販売・

サイン会もあり、ご持参頂いた 50 冊完売となりました。 

最後になりましたが、西村屋のみなさまに、この場を借りて御礼申し上げます。早くも来年の新年例会を

待ち遠しく感じております。 

 
2017 年 4 月 18 日発行 

発行人：小池 剛 
発行所：〒650-0024 神戸市中央区 

海岸通 8神港ビルヂング 625 
TEL：078－393－0050 
FAX：078－393－0051 
E-Mail：kobekeio@dream.ocn.ne.jp 
URL ：http://www.kobekeio.org/ 
編集人：鳥巣慶太／天竹清裕 
 

 

BLUE 
 

RED 
 

BLUE 

神戸慶應倶楽部 

 

mailto:kobekeio@dream.ocn.ne.jp
http://www.kobekeio.org/


2 

 



3 

3 月例会 
根来陽子（平23商） 

 3 月 10 日(金)午後 6 時 30 分より、毎年恒例の 3 月例会が中華料理の名店「東天閣」にて行われまし

た。今回の参加者 46 名で、小池幹事長の司会のもと、和田顧問の乾杯により始まりました。途中、ビジ

ターの方のご挨拶や近況報告を挟みながら、東天閣の美味しいお料理をいただきました。 

【メニュー紹介】 前菜の盛り合わせ、フカヒレスープ、エビチリ、海老のマヨネーズ、北京ダック、

タイのフリット、スペアリブ、あんかけ焼そば、鳴門金時芋の飴炊き 

木村副会長からご挨拶をいただき、お開きとなった後、こちらも恒例のお店の外で全員集合の記念撮影

を行い、あっという間の楽しい時間を過ごさせていただきました。最後になりましたが、中神先輩をはじ

め、東天閣の皆様にはいつも大変お世話になり誠にありがとうございます。来年も楽しみにしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、こちらでご報告するのは大変恐縮ではございますが、今年 6 月に入籍することになりました。 

相手は同じく塾員で、大阪慶應倶楽部の若手会で知り合いました。彼を神戸慶應倶楽部の若手会に誘って

参加したときに、鳥巣先輩にアシストいただき(笑)急接近、お付き合いが始まりました。慶應に繋げてい

ただいたこのご縁を大切に、二人で温かい家庭を築いていきたいと思います。振り返りますと、2014 年

1 月 17 日の新年例会に初めて参加させていただいてから 3 年経ちました。会社生活だけでは出逢えなか

ったような方々と出逢い、非常に充実した時間を過ごさせていただきました。

大変お世話になり誠にありがとうございます。地方会員として引き続き在籍

させていただきますので、今後とも引き続き宜しくお願いいたします。来年

の 3 月例会を待ち遠しく感じております。（根来陽子） 
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≪新入会のご挨拶≫ 

岡本 一真（平 11医） 

 こんにちは。心臓外科医の岡本です。大阪、神

戸で育ち、灘高校卒業後、1999 年（平成 11 年）

に医学部を卒業しました。外科、心臓血管外科の

修練を経た後、2017 年 10 月まで慶應病院で慶應

義塾大学心臓血管外科講師として手術や学生教育、

研究などに従事してきました。11 月から明石市に

ある明石医療センターに赴任し、小切開による心

臓手術など低侵襲心臓手術を中心に地域医療に貢

献していこうと思います。皆様の周囲に心臓関連

でお困りの方がいらっしゃいましたらどんなこと

でもご相談下さいませ。 

私は、神戸慶應倶楽部のメンバーのなかでも最

も長く慶應義塾に所属した一人かと思いますが、

実は慶應をそんなに愛しているわけではありませ

ん。ただ、三田会には大変感謝しております。学

生時代のサンパウロ、マナウス、リオデジャネイ

ロ、ポルトアレグレ（ブラジル）、コロンビア、メ

キシコ、留学中のブリュッセル、ミラノ、ジュネ

ーブと宴会に参加した海外三田会の数では塾長に

次ぐ数ではないかと自負しております。そのご縁

は今でも続き私の大きな財産となっております。 

昨今、とくに医学部では阪神間出身の学生がめ

っきり減り、寂しい思いをしていました。神戸慶

應倶楽部の存続のためにも阪神間から慶應に学生

を送り込むべく運動が必要かもしれません。 

皆様、今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 

≪新入会のご挨拶≫ 

 

大塚 日香（平 13環） 

 初めまして。日香(ひかる)という名前は萬葉集

の一節「日香空に…」というところから名付けら

れました。シドニーでの AFS 高校交換留学生活で、

生まれ育った大阪中之島とは随分異なる風景を目

の当たりにし、都市計画を学ぶため湘南藤沢キャ

ンパスに進学しました。SFC ではオーケストラに

所属しフルートを吹いていました。夏休みは洋裁

をするのが楽しみでした。卒業後は大阪に戻り家

業を暫く引き継いだ後、パリに留学しました。留

学中は勉学以外に、週末の蚤の市通い、バカンス

中はブルターニュ、コルシカ島、サンタ・マルゲ

リータ・リーグレでのセーリングにも励みました。

現在はニューヨークへ時々往復し、ブロードウェ

イやクラシック音楽、オペラ、ファッションディ

ストリクトでの布地選び、アメリカ国立公園旅行

などを楽しんでおります。どうぞよろしくお願い

します。 

 

 

 

 

【読書会】 

≪神戸慶應倶楽部読書会 第４８回≫ 

 第４８回目の学問のすすめ読書会は、平成２９年１

月１８日（水）に阪本豊起評議員の事務所で行われ

ました。あいにくの酷寒をおして参加したのは、堀

切、青戸、浅沼、得田、善塔、古武、六拝、福野、

清水、宍戸、阪本の１１名でした。この日は、この

読書会の今後のあり方についての話し合いになりま

した。『「小にして学べば、即ち壮にして為すことあ

り。壮にして学べば、即ち老いて衰えず。老いて学

べば、即ち死して朽ちず。」神戸慶応倶楽部の有志で

福沢先生の著書の読書会を続けて共に学んでいきま

せんか』平成２０年６月２０日に堀切民喜先輩から

のこのようなお誘いを受けて、堀切、堀友子、阪本

が呼び掛け人になり、同年９月２４日の第１回目の
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例会からこの読書会が始まりました。 

 福沢先生の著作に取り組んだのは、福沢先生が慶

応義塾の創設者であるといだけではなく、私たちが、

歴史的な規模で変動していくこれからの時代を生き

ていくためには、福沢先生が書き遺されている教え

や思想を原書で読み直すことが極めて有益であると

考えたからでした。以来、４８回の例会を重ね、参

加者全員で福沢先生の「学問のすヽめ」と「文明論

の概略」読破し、また戦後の日本の経済を財界の中

心になって体験され、観察してこられた堀切先輩か

ら、現にいま起こっている経済や世界の動きを解説

して頂き、また広い話題を参加者で議論してきまし

た。まさに慶応の精神である半学半強を実践してき

た日々でした。またその後の一つのテーブルを囲ん

での飲み会では親しく懇親を深めることができまし

た。（一人の飲み会の支出額は累計で１４４，０００

円になります） 

 しかし、この８年という年数は大学の学部の就学

年数の２倍になります。大学ですとこれ以上在籍が

許されない年月が流れたわけですから、そろそろ卒

業するときが来たなということで、今回はこのテー

マで議論をしたわけです。その結果、以下のような

結論に落ち着きました。 

 ① あと２回、従来の読書会として継続し第５０

回目で卒業する。 

 ② 第４９，５０回の読書会は、昼間の１４時か

ら１６時に行う。 

 ③ その後は、懇話会（仮称）として、時代の変

化を掴むための勉強会を続けていく。 

そして堀切先輩から、③として世界経済フォーラ

ム（この総会がダボス会議です）が取り上げている

「第４次産業革命」について勉強してはどうかとい

う提言を頂き、「第四次産業革命―ダボス会議が予測

する未来」（クラウス・シュワブ 世界経済フォーラ

ム訳 日本経済新聞出版社 ２０１６年１０月１４

日発行）の紹介がありました。 

  

≪神戸慶應倶楽部読書会 第４9 回≫ 

 第４９回目の学問のすすめ読書会は、平成２９年３

月２４日（金）１４時から阪本豊起評議員の事務所

で行われました。参加者は、堀切、青戸、浅沼、得

田、善塔、藤井、六拝、福野、清水、池田、大塚、

阪本の１２名でした。 

文明論の概略の巻の三、第６章「智弁の件」から、

１２名で輪読を２周したところで予定の１時間が経

ってしまいましたので、第６章の残りは次回の５０

回にまわすことになりました。 

そしてこの読書会の今後のあり方について話し合

いました。前回では５１回以降は懇話会（仮称）と

して、時代の変化を掴むための勉強会を続けていく

という結論が出ていましたが、今回は、その具体的

な方法を議論しました。その結果、今人類は今世紀

に入って始まったデジタル革命の上に成り立ってい

るいわゆる第四次産業革命に入り口に立っていると

いう今年の世界経済フォーラムダボス会議のテーマ

に沿ってこれから急速に変わっていくと予測されて

いる問題を勉強することになり、そのための基本書

の候補として 

① 第四次産業革命 ダボス会議が予測する未来 

（クラウス・シュワブ著 日本経済新聞出版社 ２

０１６年１０月１４日初版 １５００円＋税） 

② ＳＡＶＩＮＧ ＣＡＰＩＴＡＬＩＳＭ 最後の

資本主義（ロバート・Ｂ・ライシュ著 東洋経済新

報社 ２０１６年１２月１５日初版 ２２００円 

＋税） 

 ③ サピエンス全史 文明の構造と人類の幸福（

ユヴァル・ノア・ハラリ著 川出書房新社 ２０１

６年９月３０日初版 上下 各１９００円＋税） 

いずれも意識変革のための良書と思います。 

そういうわけで、次回の第５０回目の読書会は、平

成２９年６月２日（金）１５：００から、阪本評議

員の事務所（建隆ビルⅡ３階）で行います。文明論

の概略の巻の三、第６章「智弁の件」の途中（岩波

文庫版では１４４Ｐ３１行目）からです。そしてそ

ののちに１７：００から読書会５０回終了の打ち上

げ会を予定しております。 

３０００円の会費をご用意ください。会場は神戸慶

應倶楽部のある神港ビル（旧居留地８番）の西隣（

東京海上）の更に西隣（６番）の全面ガラスの建隆

ビルⅡの３階です。商船三井ビルの東隣です。前回

の出席者以外の方、もしくは欠席を予定される方は

阪本まで事前にご連絡頂ければ幸いです。 

 

世話人  阪本豊起 
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【ＫＫＪＣ】 

≪KKJC 活動報告≫ 

 今年の桜の開花は例年より遅くなりましたが、今が満開、会報が出る頃には散っているかもしれません。

8 日の土曜日にはお花見を兼ねて、西宮プレラホールで行われた鍋島先輩のライブに集合しましたが、雨

の為花見は中止、団子の会に急遽変更して大いに盛り上がりました。 

 さて、3 月度の活動ですが 3 月 17 日の金曜日、芦屋の「甘辛処すずき」というお店でセッション会を

行いました。KKJC 主催で 18 名参加。塾員の浅沼さん、若杉さん、宮本さんはボーカルやピアノで参加

しました。特に浅沼さんは新曲に挑戦してレパートリーを増やしておられ、まさに日頃の努力のたまもの

だと思っております。またサンセットの吉田さん、BRB 編集長の鳥巣さん、事務局の西川さんはセッシ

ョンの見学で参加されましたが、年末の KKJC ジャズ忘年会では楽器やボーカルでエントリーされるかも

しれませんね。 

 KKJC ではジャズライブを楽しんだり、旅行をしたり、飲み会が有ったりと会員の皆さまに楽しんで頂

けるようなイベントを企画しておりますが、ボーカルや楽器で参加する「セッション会」も年に数回行っ

ておりますので興味のある方はご参加ください。 

（これからのイベント予定） 

 １．6 月 18 日(日) 六甲山ホテルライブ 

   ＊小川理子さんが参加するヨーキムラトリオ・アメリカンクラシックジャズ 

 ２．7 月 15 日（土）モズライトカフェ 

   ＊小生他 10 名のミュージシャンで行う「エルビス・プレスリー特集」のライブ 

 ３．8 月 10 日(木) いずみホール 

   ＊藤岡幸夫さん指揮関西フィルと小川理子さんがバッハで共演 

 ４．9 月 16 日から 18 日 

   ＊蓼科ジャズツアー 

 ５．10 月 28 日(土) 神戸外国人倶楽部 

   ＊「鍋島直昶さんの卒寿をお祝いする会」 

 ６．12 月 16 日（土） ブルーミンメド― 

   ＊KKJC ジャズ忘年会 

以上ですが、 

ライブ・セッション会は適宜御案内いたします。 

 

tomoyuki.ohba@sand.ocn.ne.jp 

         世話人  大場知之 

mailto:大場知之tomoyuki.ohba@sand.ocn.ne.jp
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【イーゼル会】 

 

≪今月の絵≫ 

天木 明（昭 40 商） 

 

 

「イーゼル会は、2017 年度より毎月第 2・4 木曜日の 14 時～17 時ま

で、倶楽部ルームで例会を開催しております。新たに参加ご希望の方は、

事務局までお問い合わせをお願いいたします。 

（事務局：078-393-0050） 

 

世話人 天木明 

 



9 

編集後記 

先日、横尾忠則現代美術館（神戸）、I♥LOVE SAKE

日本酒マニアック博（東京）に行ってきました。 

日本酒マニアック博、神戸でもやればいいのに･･･。 

KKJC 世話人の大場知之さんから、“KKJC ジャズツ

アー”“KKJCジャズ忘年会”2冊のフォトアルバムの寄

贈があり、倶楽部ルームの書架に収められています。

僕もイーゼル会と KKJC に入会しています。各同好会

へのご参加お待ちしています。BRB へのご寄稿もお

待ちしております。最後に、根来さん結婚おめでとう、

末長くお幸せに     （BRB 編集長 鳥巣慶太） 

 

 

 

 

 3 月 16 日（木）に第 17 回若手会を開催し、若

手会初参加者 4 名・ビジター参加者 2 名を含む 18

名が出席しました。若手会は約 40 歳以下の若手

会員を中心に、2013 年 4 月に始動し丸 4 年を迎

えます。個性溢れる面々が集まり、酒を交わし、

話を交わしています。若手会にご興味のある方は、

事務局まで。（kobekeio@dream.ocn.ne.jp） 

 

【今後の行事】 

 慶早ゴルフコンペ  

日時：５月２３日（火）集合９：３０ 

場所：廣野ゴルフ倶楽部 

会費：７，０００円（パーティー代・商品代） 

締切：参加受付は終了いたしました。 

 

定時総会  

日時：５月３０日（火）１８：３０～ 

      （受付開始：１８：００～） 

場所：神戸オリエンタルホテル（旧居留地） 

会費：未定 

☆参加ご希望の方は、事務局まで氏名・卒年・学

部をお知らせ下さい。 

 

 

 

［若手会］ 
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